








はじめに 

乳児ビタミン K（以下 VK と略す)欠乏性出血症は，高頻度で発症し，予後不良な疾患であ

り,その予防対策は急務である。 

本症の予防法として，①スクリーニングにより，VK 欠乏症を発見し,欠乏症児に対して選

択的にVKの投与を行う方法と,②あらかじめVK剤を母体または児に投与する方法が考えら

れる。①の欠点としては，スクリーニングの時期に問題があり,1 ヵ月健診時では遅すぎた

症例があり,また産科退院時には正常値で,その後に 10%以下の凝固能を呈した症例が報告

されており,適当な時期がみいだせない。更に,長崎県では多くの離島をかかえており,全県

的に統一したスクリーニングを行なうことは地理的条件からも困難と考えられる。 

そこで私達はあらかじめ新生児期早期に,VK を投与した場合,好発時期にいか在る影響を

与えるかをヘパプラスチンテスト(以下 HPT と略す)を用いて昭和 54 年 12 月から昭和 57

年 4 月までの 2年 5ヵ月間調査してきた。その結果 VK の経口 2回投与法は HPT 低値者を減

少させ,しかも黄疸を増強しないことから,一次性乳児 VK 欠乏性出血症の予防法として更

に検討を重ねることにした。 


